
｢食料 E農林漁業日環境フオーラム｣

第 7 5 回学習会資料

2 0 0 7 年 1月 2 6 日 (金)

J A ビル 8 階 全中大会議室

登り食料･農林漁業･環境フかラム



｢食料 ･農林漁業 ･環境フオーラム｣ 第 7 5 回学習会

次 第

日時 : 2007 年 1 月 26日 (金)
14 時 ~ 16 時 30 分

場所 : J A ピル 8 階
全 中 大 会 議室

1 開 会

司会 ･ 進行 " 大地を守る会会長 藤 田 和 芳 氏 r

2 テーマ : ｢フー ド ･ マイ レージと食育、 地産地消

- 私たちの食と地球環境一 ｣

(1 ) 報 告 :

九州農政局 消費 ･安全部消費生活課

課 長 中 田 哲 也 氏

(2 ) 質疑応答 ･意見交換

3 閉 会
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【昭和35(1960)】【平成16(2004)】

米 4 8 .3 % → 23 .4 %
畜産物 37 % → 15 .4 %
油脂類 5 % → 14 .2 %
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私たちの｢食｣の変化は、私たちの生活や社会に
どのような影響を及ぼしているか。

① 最も身近な分野
→ " "自身わ家族の解糜や食凖瀞の底
/食の安全.食仁対する要の露ゾ

② もう少し視野を広げて
→ 雑勗の農業やわが国の倉容鱒,給の節

③ さらに視野を広げると

　 　　　　　　　　　　　　　

食品の安全性についてどう考えているか

0% 20% 40% 60% 80% 100%

農畜水産物の生産過程 I :

" ; l : l

輸入農産物、輸入原材料等 -
i i i ! ‐

製造･加工工程 l
: : " : "

流通段階 -
; l ; " "

小売店 l ;
i i ; ‘ :

外食店舗 l

家庭での取扱い方 I

I□安心 口 誇らゐ･というと妻じA 田どちらかというと不安 田不安 図無回答 -

資料"農林水産省｢平成16年度第4回食料品消費モニター調査｣(05年3月実施)
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12月 7 日 (日)
12月 8 日 (月)
l2月 9 日 (火)
12月 10 日 (7k)
12月 11 日 (木)

1 37
1'77

1,59

1,3 6

1,3 2 1

2 7.5%

3 0 .1%

251 %
2 4 .4%

2 3 .6%

4 ,0 3 1 17

3 ,6 7 7 15

4 ,4 2 8 13
4 377 13

10 ,0 15

fo ,0 2 5

9 ,9 8 5

注:1) A新聞のテレビ番組欄を基にした集計である(N HK2局及び民放5局)。
2) ｢｢食｣関連｣とは、食べ物や料理に関する番組のほか、その一部に食べものや料理の内容を
含む番組である。
3) ｢スポーツ、ドラマ等｣とは、スポーツ、ドラマ ･映画、アニメ、音楽 ･美術 ･芸能、語学等教養
番組である。

食の滌瘢の氾濫な鱈虜ブーム、ノフード･ファデメズ込ノ 6

食育基本法とば
0 平成也7年6月他日、第也錐回国会で成立、7自修日施行。
0 この法律が制定された目的:
国民が生涯にわたって健全な心身を培い、豊かな人間性
を育むことができるようにするため、食育を総合的、計画的
に推進すること。

そるそれ食薪とばを薹零廣の中での釜盧づ冴ゾ
① 生きる上での基本であって、知育、徳育及び体育の基礎と
なるべきもの

②ゞ 様々な経験を通じてr食｣に関する知識とr食｣を選択する
力を習得し、健全な食生活を実践することができる人間を育
てること
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、食育推進基本計画(乍8年3月)のポイント

はじめに
計画期間は平成18年度から2 2年度までの5年間

第曾食育の推進に関する施策についての基本的な方針
証 国民の心身の健康の増進と豊かな人間形成
2 .食に関する感謝の念と理解
3 .食育推進運動の展開
4 .子どもの食育における保護者、教育関係者等の役割
5 食に関する体験活動と食育推進活動の実践
6 .伝統的な食文化、環境と調和した生産等への配意及
び農山漁村の活性化と食料自給率の向上への貢献
フ.食品の安全性の確保等におfナる食育の役割

→地球齋撹どの郷わ夕虜暦ぽ費諺まれどりなり。 8

私たちの｢食｣と地球環境

① 土地
　 　　　　　　　　　　　　　　　　

② 水
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　

③ エコロジカル団フットプリント

④ 温暖化
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　

ct わが国自身の環境への鯛荷
]̂〉



　　　　　　　　　　　　　　　　
團31 主な輸入農産物の生産に必要な海外の作付面積 (試算〕

潟船癩騒ぎ 讓簾蘂警護熟その農事物瀰釀騨

獲内耕地面穣 顫 畑 “
氷翹の褻瞭の作付薩潮刻87万m

474万癬

,
鸚懸

,
2 !4 笹通畑

t5ー　　　　　　　

0 2の 繊 6曲 80Q 篭鮒 掟画 く方hが

(繋料)農林水産省 ｢農科需給表J、 ｢跡地及び作付面積統計法『畜産物生産費離籍髄、財溝選ぼ費易総計｣、
F A0 ｢FAGSTAT J、畿総DA 執締rlg穢費塩r額 St麓tic翁

oぐの象免ぜxぬきさり、、をゞ "≦‐UG辞し′"≦"で丸めテ〉′いく"今を×･もう総評公嫉ま“̂OUO訝しさ̂少考似~̂〉ぎ"きざ一語-′-×･抄く熟さぬすごしこめ野外C )~↑｣ ,NUU{̂{×もてしき◇×にくみ

その他 :33

日本八の品目別

　　
　　　　　

口米
　　　
圀牛
圏豚
図にコbとり

1範

総輸入 $ 4 0 億 m写年 .･ 日本国内の年間窪鵜用 使用量 5 9 0 億 m 3/
　

　
　
　

　 　

出典が中(2003



国 どれほど人間が自然環境に依存しているかを分かりやす
く伝える指標、ツール (道具)

･ 人間の生活や経済活動を持続的に支えていくために必
要な土地、森林、水域等の面積

日本のエコロジカル･フットプリント :4 3haノハ
世界合計(公平な割り当て面積)では :1,8ha/人

　
世界中のひとびとが日本人のような暮らしをはじめたら、地球が約2.4コ(4 3÷1 8)必要です L
つまり、日本人は現在の経済〔が肖書)活動のスケールを2分の1以下に戻すことが求められるのです。

(テ - 夕は凧"Fの｢Liv ing P lan et Report 2004｣より)

N P O 法人エコロジカル･フットプリント･ジャパン (会長:同志社大学和田善彦)H Pより

h ttp :′/W VVW ･e C。fo o t‐jp /W h a v in d e x ･h t m l 俊

　　　　

平
年

〔
差
0 0

℃
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I l -
世界の年平均気温平年差I
I 1 I -世界の年平均気温平年差
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が

※鱸廳燈疑る蓑露嶬秀
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〕《@〉のくらまp髭攪拌群舞霧'廠瀞磯に認め蝉髪増発親秀聟樗.馬託護荘桜.鋭℃謂モジ誹許夕]鱒さじ叺じな核y鞠表約言群良ふド綾巡遊実処衾眺め竪*冠-(“‐“"詩の泰ハ錨“謂わゞ。占協総評〔ブ、]な辞めるぬくめ竪0寄留芙羨どそ盛摯掩谷琺鰐約*①≦ゞ↓ゞ‐にブヌセ

･04年度の温室効果ガスの総排出量は13億5,500 万トン。
･京都議定書の規定による基準年(原則1990 年)の総排出量と比べ、
8.0%上回っている(約束は6 % 削減)。

------------.----山一.-------‐--‐-“--- --̂ -------------------------------------◆l鰈

　　　　
B PFC窓

　　　 　　　　　
□鱒
　　　

　　

↑4
出典 :環境省｢2004 年度(平成16 年度)の温室効果ガス排出貴について｣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　

礎逍
冊、、『群ノ

ナ』満十一一薪
一-- L̂ ~ ~＼ 盟ムノ語

漏~~、 “-浄一 様 ※

産業部門〔3.4 % 減)　　

運輸部門 (20-3 % 増)

　　　
& 鷁~ / ｢片言･

暑 〕- 骸 M r“ 商業.サ｣ビス等 (37.9 % 増)

家庭部門 (3t-5 % 増)

出典"環境省｢2004 年度(平成16 年度)の温室効果ガス排出量について｣



｢フード･マイレージ｣とは

o r食料の総輸送量国距離｣

○ 考え方は単純
:食料の輸送量に輸送距離を掛け合わせた指標。

単位 :t･k m (トン ･キロメートル )

0 特色
食料の供給構造を物量とその輸送距離により把握
･ 食の安定供給、安全性の確保 (トレーサビリティ)
･ ｢食｣と｢農｣の間の距離の計測
･ 食料の輸入が地球環境に与える負荷の把握

cf.食料自給率 距離の概念を含まず。 T6

ィギリスにぉける｢フ-ド･マイルズ運動｣ 榊 鬮

0 S“s 盤吻詩斤h e a =ia n c e fo r b e tte r fo o d a n d Fa r m in g "

9 9 年 に“S A .F .E . A I1ia nc r と
“N atio n aI F o o d A =ia nc e" が 合 併。

0 ‘鉾ood M脆〆卿勤
F o o d M iles (食料の量×輸送距離)を意識し、
なるべく地域内で生産された食料を消費することにより
環境負荷を低減させていこうという市民運動

cだ /フード･マメレージツ
E 輸入食料の輸入の過程に着目(輸入国内の輸送は考慮せず)
･ いくつかの前提円仮定を設け統計を用し、て計測

→ 各国間比較を可能に
農林水産政策研 篠原妻所長(当時)の績語

c f. ウッド.マイレージ 的 ://hom epage加 冠 co y 師w ar丸はudw oom /
-7
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フード･マイレージの概念と計測方法 (1 )

( T ) 概念、 計算式

輸入相手国別の輸入量に輸送距離を掛け合わせ、
累積したもの。

フード ･ マメルーンニ # 茗 どの多角× " 〃

たたげ乙,

Q メ“= 蹴ス蓚華国 (鋤出国リノからの食將“の鋤ス鼾

クノ =蹴ス落手国乙鐵出国リノから当該国 (餓ス国りまでの蹴送籍轄

単位 :t ･km (トン ･ キロメ… トル)

3 .フード･マイレージの概念と計測方法 (2 )①

(2 )具体的な計測方法

① 対象国及び使用したデータ
･対 象国 :
日本、韓国、アメリカ、イギリス、フランス、ドイツ

･対象年次 :2001年 (暦年)

･用いた統計 :
日本 財務省｢貿易統計｣
諸外国 G lo b a I T ra d e 1n fo r m a tio n S e rv ic e 社

“W o rld T ra d e A tIa s ⑱ '( C D‐ro m 版 )

↑9



3 .フード日マイレージの概念と計測方法 (2 )②

(2)具体的な計測方法

② r食料｣の範囲と輸入量
囲H S 条約品目表4桁ベース(項)で把握
:主に食料として消費されているとみられる項を対象

"直接には人間の□には入らない飼料用穀物や
油糧種子も食料として計測の対象に

E物量ベースに換算し輸入相手国別に集計

0 計測の対象とした｢食料｣の範囲
品目分類 品 名 ｢食料｣の範囲 (4 桁ベース)

q
u



3 フード･マイレージの概念と計測方法 (2 )③

(2 )具体的な計測方法
③ー 1 輸入相手国
貿易統計に表章されている全ての国E地域
(わが国においては226国 ･地域)

③ - 2 輸送距離
[前提翻仮定]
輸入国:全て首都近郊の港に水揚げ
輸出港~ 輸入港 :
海上輸送(途中で他の港湾には寄港せず)
輸出国:代表港から輸出
･輸出国内の輸送(産地~ 輸出港)
当該国の首都 ~ 輸出港との間の直線距離

輸送経路と距離の概念図
チザぶぎ中軸醜さゞ!"松野知的瀞や蔓珍秘綻較競を霧お鱗講浅訊:九鋸薄弱段落灸G ′〉~^〉

アメリカから日本までの輸送経路(仮定)
:ワシントンD C (首都) → ‐-ユーオーリンズ(輸出港) → 東京(輸入港)

23[直線距離] [海上輸送距離]



輸入食料に係るフード･マイレージの比較(品目別)

loop o〇 2〇〇.〇〇〇 3〇〇.〇〇〇 4〇〇.〇〇〇 5〇G OO〇 6〇q oo〇 7OO.OOO BOO.OOO 9OO,OO〇百万t‐km

- - - I -

圏畜産物(第1、2、4類)

国水産物(第3類)

圏野菜･果実 (第7、8、20類)

圏穀物 (第10、=、19類)

圏油粒種子(第12類)

圏砂糖類(第17類)

■コーヒー、茶、ココア(第9,18類)

圏飲料(第22類)

圏大豆ミール等(第23類)

□その他

1人当たりフード･マイレージの比較 (輸入相手国別)

n)
1,000 名ooo a o閲 4,皿0 5,000 8,卸0 7,ooo t･km / 人

ス - - - - l

アメリカ -, 1 l

z ブ イl l l l
図 2位

□ 3位

図その他
フランス

ドイツ
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′も一食料輸入量と平均輸送距離 ,

2 6

一 輸入食料の輸送に伴う環境負荷の試算

(1 ) 国内における食料輸送に伴うC02排出量
2000年度におけるC02排出量 : 1,237百万t

うち食料品 夕-白
デ
ダク
…ずうち食料品 ･ 夕

(輸送量、 エネルギー消費量シェアであん分)

(2 ) 輸入食料の輸送に伴うC02排出量の推計
わが国の食料輸入に伴うC02排出量 〆" '㈹宮

テ
ダク
中ぜ　 　 　

(フ ー ド mマイレージにC02排出係数を乗じて試算

→ (2 ) / ( 1 ) ′‘“雛舒



補足 5 千 o r 9 干 っ 中田｢『フ ギ マィし-ジ』の試算‘勒、て｣
『農林水産政策研究所レビュー』N o.2 (娑0O M 2)

　 　 　　　　　　 　

#“5 子館“炙旛 → 瓣ク9 子鋼を･k m " . # 借り
: 計測方法の変更による。
(1) 計測対象の拡大

① 食料の範囲:H S条約品目表 2桁ベース → 4桁ベース
② 輸入相手国:食料輸入額 上位↑5カ国 → 全ての国･地域 (2 2 6 )
(2 ) 輸送距離の計測方法の変更

首都間の直線距離 → 原則として海上輸送距離 2 8

生産者組合の直売所(壁には組合員の連絡先と写真)

(↓さつまいもごはん、↑中華ちまき)

- l5 -



-.~『-′′′-,. ,ノ , ′, . , , .ノ′ ′ .“ -ノメ′ん,ムレ,し , ′^ , ノ,ゾノレ ′.- , . "JJノ′′′

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 1

圏穀類

四芋、でん粉

口砂糖及び甘味類

囲豆類

四鶏卵･乳類

曰油脂類

□調味料類 他

国その他
図4 (1) 学校給食の食材使用量とフード･マイレージ(食材別構成比)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% TOO
圀北海道

国産 輸入
国東北

圏埼玉

国その他関東

口北陸･東海･近畿

◆◆◆◆鷺 囮デンマーク

ロイタリア

圏アメリカ

国産 輸入 圏豪州

園N Z

図4(2) 学校給食の食材使用量とフード･マイレージ(産地別構成比) 囮その他海外

3乍

- l6 -



t･k m
0 20 40 60 80 100 120 i40

仮に市端流通に委ねた増合

恒北海道囚宮城□秋田囮山形圏福島 圃茨城 口栃木図埼玉口新潟口その他 i

図5 米のフード･マイレージ(産地別構成、地産地消の効果)
3 2

t･k m
o.0 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0 12.0 140 160 18.0

仮に市堝流通に萎ねた堝合

図6 野菜のフード･マイレージ(地産地消の効果)

- 17 -



　　　　　　　　　　　　　　
0 他99年、自宅のみかん園に
『食と膿体験塾』開塾

○ 体験メニュー 畿

# 彬場煙“-麦粉夢節つを右窮によるバン“どザ#グ
" 嘉たよる炭好ま 臨作ダ、無砂糖作“
･ 無農薬麦好み小“のジャム ･ジュース #“
　 　　　　　　　 　　

○ 親子など約2000名を受入れ(2004年)
o r地域に根ざした食育コンクール｣特別賞受賞
(2004年度) 34

【現状"地元産】

輸送経路 体験b

輸送距離 109 km 70 km 39 km　　　　　　　輸送手段] [トラック] [トランク]
フート●‐マイレーシ 88 t‐km 49 t‐km 39 t･km
C 0 2排出量 16 kg 9 kg 7 kg

【仮に輸入小麦を使った場△

計 (宇城市) (熊本市) (熊本市) (福岡市)

　 　洋絹題 ｢秣顫霊n蝸殴覇 ｢師ホ語n蛉囲憲隈粉工場蝸翁煕騙I 入" 門鱗苗霜門希晒= 戸『詞町｢込肛鱒 l l 門鑑『 門鑑三 将盈幽 l轉編幽霊 (ポ弱ソ杓等盤盤 (オレゴ癪 )
　 　 　　 　 　 　
1 I

輸送距離 = ,277 km 42 km 3 km 116 km 8,949 km 2168 km
[輸送手段] [トラック] [トラック] [トラック] [船舶] [鉄道]
フート.‐マイレーシ 11.426 t･km 29 t‐km 2 t･km = 7 t‐km 9,079 t‘km 2199 t･km
C 0 2排出量 162 kg 5 kg o kg 21 kg 87 kg 48 kg

図3 小麦(粉)フ0okgの輸送に伴うC 0 2排出量の試算
一体験塾(熊本県宇城市)の地産地消と食育の取組-

注 :○ 体験塾における小麦粉の年間使用量は700kg程度である。
2) 小麦から小麦粉の歩留まりは69 % とした。
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、職藝麓蛔嚢毒議瓶フ』④フード贓マイレ…ジの試算

一ス

し
輸送艦艶 計 算簑本市 ← 加工地 ← 畜産センター ← - 産地 ← 牧草畑

　 　　　　　　　　 　 　 　 　 　
(産山村) (菊池市) (産山村) (産山村)

輸送距離

7｣トモ‐マイレージ

12 0 6

0 .3 6

57 6 km 57 6 km 5 km
　

0 06 t km o l9 t km o 05 t km　 　 　 　
10 4 34 5 8 1

km 0 06 t lqm 0 06 t km 0 19 t km 0 05 t km

一
11 3 g 10 4 g 34 5 g 8 1 gC 0 2排出量

　　 　 　 　

　 　 　 　 　
【ケース2 :飼料に輸入とうもろこし(米国産)を使った場合】

　 　

　

　 　
輸送経路 計 祷本市 ｣ 加工地 ← 畜産センター ｣ 産地 ← 輸入港 ｣ 輸出港 ← 輸出

(産山村) (菊池市) (産山村) (博多港) (二]-才‐リンス')(アイオワ州

輸送距薩 1 9 74 9 km 63 0 km 57 6 km 57 6 km 156 7 km 18,072 km 1400 km
( 16 4 超)

フードマイレーン 177 0 でkm o 06 でkm o 06 でkm o 19 でkm 1 4 1 ℃km 162 6 ヤkm 12 6 t km
　 　　　 　　

＼〉き ゞ ＼〆《$ 〆 ･ {ゞ - '̂
′′ こ し ,,

k r･ゞ ;ヂ . ＼
k ′}、へん }、、ぐ鴛、〉~ソれk 対すゞ こさ;どの,さきにふ

さぐ)"いちごのフ納ド耐マイレ蕪袋鱒Q跡地元産と輸入品の比較}ざま袈
‘^〉̂ ･′)、kレヘ ←~ め̂し＼ ‐̂、〉 k '〉 、~ゞ 、トレ、 〉 レミ、し,′ 、、‐ k ){、 、、ゞくん〉、k 、、も : )ゞ◇̂-k

　

ん“^ ! ^

ケース 1 : 0 .0 05 0 0 000 9 噂
3 0 28 2 業t･ k m

カリフオルこァいちご協会;http :′知w w .calstraw berry.lp/abo utcac/index.htm l
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園 2‐1 - 3 直売所で販売された農産

直売所と
物を輸入に切り替ぇた場
合の二酸化炭素排出量

フード･マイレ…ン

出典 :環境白書(平成乍8年版) 地場震産勒が
産地直売所の

蹴ー 孃幟店頭に並ふむまで 14 P 90
に発生する

されるまでに　　　　　　　　　　　　　　　

b“ゞ“ゞ“ゞ‘島 試ゞ講ぜ
(トン)

資料 :農林水産省『平成 -6年度農産物地産地滴筈
実態調査結果の概要』からl環境省作成 3

(株)Kランチ特製 地産地消弁当
　　　
も義経妾
　　　

　　
　　

し

注:2006年5月18日 (木)、

熊本市内で開催された

コープK r食曹講座｣ランチョン

セミナーでのお弁当。

以下の 3 つのケースについてフード ･マイレージを計測

(使用量に輸送距離を掛け合わせて累積)
ケース 7 市擬流速に委ねて食#を翔蹄ふた鱒舎
ケース 2 市栃で国産食#を避為で翔塵ふた搬合
ケース 3 全て鷲君燠節の食#を徳翔ふた搦合‘増産地湖弁当ゾ
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主な食材の使用量と産地(市場流通)
食 材 米 にんじん たまねぎ 豚肉
使用量〔ぎ T 0 2 12 2 5 20

自給率術) 1OQ O 91 2 B O .4 5 0 7

主な産地 熊 本(72%) 熊 本砲8%) 北海道(53%) 熊本(96%)
(国内) 鹿児島(9%〕 北海道(23%) 熊 本(25%) 佐賀( 3$〕

福 岡( 5%〕 青 森( 5%) 佐 賀(18%)

新 潟( 3鱒

(海外)
･-‐-- -- --- -- - ----

中 国(BB%) 中国(100%) テツマ-ク砲8蛸

米国砲6%〕N Z〔7%)

叢州( 5鱒
′′′･′、U′̂"̂U′U,̂UU′U′、"U′̂′′

カナ皹ぐ(26 %)

輸送距離の仮定
輸入品:首都から輸出港を経て海上輸送

国産品:都道府県庁所在地からトラック輸送

熊本産 ;一律に5 0 k m と仮定 4 0

地産地消弁当のフード囲マイレージの試算(Kランチ)

0 50 100 l50 200 250 30o K g ･K m

図北海道

鬮青森

口宮城

□新潟

圏熊本

口その他国産

圏中国

圏デンマーク

図米国

囮カナダ

口その他輸入

- 2 1 -



鶏の唐揚げ弁当(H H亭)

(18 年5月僅2 日、H H 亭 i8 13 kca l) 4 2

唐揚げ弁当と和食のフード･マイレージ
0 200 400 600 800 1000 l200

唐揚げ弁当 (H H 亭)

和食 (Kランチ、市場調達)

同(地産地消)
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熊本県立大学『食育の目｣
2006年10月樽日

･ご飯
･キノコのおみそ汁
･白身魚のフライ
･サツマイモのサラダ
･ヨーグルト
･果物(梨)

- l l I - -

試算と説明は環境共生学部環境共生学科4年生の石田時葉さん 4 4

筏…讓廳讃歌響こ之対しもぎをてき捲き欺き◇壽麦藁擬装う縦濃 讃嬢遊糞

大地を守る会『フードマイ
レージ日キャンペーン｣

r大地を守る会』:無農薬m有機農法の普及や環境保全などに関
わる活動に取り組んでいる環境N G 0 (藤囲和芳会長)
r僅00万人のキャンドルナイト｣、『身近な食で地球を冷ませ !キャンペーン｣

tリットルの醤油に使われる大豆(約280g )

アメリカ産大豆→北海道産大豆に変更

:輸送に伴い排出されるC 0 2は、暖房温度を
1度下げるのと同じ乱5pocoの削減効果
(二酸化炭素↑oogが節ocoに相当)

4 5

- 2 3 -



C Sまちデザイン｢食農共育(ともいく)｣

N P O 法人コミュニティスクール･まちデザイン｣(東京都世田谷区)
2002年設立、2006年7月 N P O 法人格を取得。

○総合的な学習の時間の授業プログラムづくり
『私の食が世界･地球をつくる｣

0 市民講座、料理スクール
0 ｢食のコンシェルジュ｣養成講座

httP://hom ePage3.n治y-Com /m achi‐design/sougou/m ain-htm

食育との関連性
(食育推進ボランティア研修でのアンケート結果)

4 0 4.1 4.2 4 3 44 4.5 4,6 4.7 48 4.9 5

栄養バランス、 鬮盤炎総ゐ栽蔽藁籟絨錢◎癩溺.奪億撚締癩淺隣搾鞏瀞癈燃搦爛榊凝議鹿鰐盤狄窓趨皸饑鎚癩薄需礬鑄癖*繊生活習慣病の予防

規則正しい食生活、 鷺諦簾薄幸鮴溌灘~潴擬故餐藤総鞠“哉粉縦藝‐縦癈榊職鞁。麓廟纖癒箋轤撥雛礒滅綣聽縦義朧ゞ瀞詳瀦樅扮誇讓芳莪総離鰐綬
家庭の団らん

食文化や 酬瀦鰯藤迩撰鞭獺讓灘,綜麗鑄翻窯寓識縦@総の葵館藤震窮饑讓礬
伝統料理の継承

地産地消、 翼撥褻の鯰郷期紳驚名冷砂る鱗菱鱗盤蹴痣縦a聡郷鰯飜釀縢鰡簗濃 聽盤 --翻鮴廉省-
-
,

地域農業の活性化

; ; } ;鬮 ! ; ;
地球環境問題への対応 ‐ 写酷潟縦 め 袂鬆礬 鰔獺のみ駕鞠 …鱈襟峩礬搬鯛 鰓鱗融

図 V 一 食育の重要性(食育との関連性)の程度

注幻) 17年= 月29日に開催された熊本県｢食育ボランティアリーダー研修会｣参加者を対象としたアンケート結果で、有効回答者数は32である。なお、参加者は食生活改善推進員、栄養士会等である。
2) それぞれの項目毎に、｢食育は、どの程度、重要と考えますか。(どの程度、関連があると考えますか。)との47
問いに対し話 (それほど重要でない･関連は小)~ 5 g E常に重要･関連は大)比 一- - .し 字

.
‐二 eたる‐

;
-

め 袂縦縦隈…"機能の桝
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′ぶちもししき でき ^ " /きるな きゞ
^ " も ぐ ぎもミハ“、 ＼ き ミタなきへこむききき,な り

1 問題は食料だけではない。
わが国の輸入量計:7億9千万トン

うち食料 : 5800万トン(7 % )

→ ｢グッズ･マイレージ｣という指標の必要性。
それでも、食料は国内資源を活用して増産が可能。

図V ー 各国の経度墓と気温、降水量

160C I0 5 500 1のo f双刃mm
奪回陣水量 年平均筑翻 れO

資料ゞ ｢理科年表｣ 斗0
注" 錨軸は国土(雑島、海外植民地等を除く。)の舷北端と哀南端の韓度笠を示している。
の横軸の右は首都の年間降水量、同左は富都の年平均気温を螫している。

きき〃~き
い′さえ いせ ,、 " もメ

Y J も
- さ
、 ナ ミ

、 ゾ れ ふゞさがら

! 〆 ~ を残された論点し、2
2 輸送機関による環境負荷の違い
[輸入/ 国内輸送]
フード･マイレージ :1 6 倍←→二酸化炭素排出量 :2 倍弱

0 二酸化炭素排出係数
営業用普通トラック 乍80 斬 C 0 2′t･k m
鉄 道 2 2

内航船舶 4 0

外航船舶(バルカー) "
(コンテナ) 2 1

航 空 14 6乍

地産地消ブーム :直売所のパラドックス

モーダルシフトの必要性

cた B中学安の字茂給食‘趨産地滞りに次“靴擬きれをCOその鼾 4 9
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きみなぞ終いゞ′>き↓》べそふとふぐ~ゞ をゞ彰~シミクテ…彗さんご対ぜ･排さゞ,.さむC′んむさ、、““ すき ,“みなシ 増さノ《なんなしペンQ:k響き‘箏ゾギー'&ゞ なく

鷲,論議熟議き論議裁き轉淺繭意義選球ギ淺
3 フード･マイレージは輸送に限定しての指標

生産面や販売面での環境負荷は考慮されていない。
: 粗放的に生産された穀物を船で輸入すれば、
国内で集約的に生産するより、環境負荷は
小さくなる可能性。

→ LC A的手法により、国全体として環境負荷の
小さな農業生産のあり方を目指すことが必要。

cf.ハウス栽培と｢旬産旬消｣
｢食料生産基地｣九州農業のジレンマ 5 0

= : : 1= ‘▼ ‐ ･

　　i竈露　　　　 　　
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